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真　
　

性

一　

は
じ
め
に

裁
判
員
制
度
は
施
行
前
か
ら
様
々
な
懸
念
を
抱
か
れ
て
い
た
が（

（
（

、
二
〇
〇
九
年
五
月
に
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
裁
判

員
法
と
略
す
）
が
施
行
さ
れ
、
既
に
八
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
は
最
高
裁
判
所
が
『
裁
判
員
裁
判
実
施
状
況

の
検
証
報
告
書
』（

（
（

を
公
表
し
、
法
務
省
も
二
〇
一
三
年
六
月
に
『「
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」
取
り
ま
と
め
報
告
書
』（

（
（

を
公
表
し
、
二
〇
一
五
年
六

月
に
同
法
改
正
に
も
至
っ
て
い
る（

（
（

。
裁
判
員
制
度
の
運
用
を
巡
っ
て
は
概
ね
順
調
と
の
見
方
も
あ
る
一
方
で（

（
（

、
こ
れ
ま
で
看
過
し
が
た
い
課
題
も
指
摘
さ

れ
根
本
的
な
改
善
を
求
め
る
見
解
も
散
見
さ
れ
る（

（
（

。

こ
の
度
、
中
央
大
学
を
ご
退
職
さ
れ
る
椎
橋
隆
幸
先
生
は
裁
判
員
制
度
の
在
り
方
を
考
え
る
に
当
た
り
、
以
前
に
御
著
書
の
中
で
、「
新
し
い
制
度
を
導

入
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
が
現
在
の
制
度
よ
り
も
ト
ー
タ
ル
と
し
て
よ
り
良
く
機
能
す
る
も
の
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
国
民
に
と
っ
て
良
い
制
度
と
し
て

受
け
容
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
確
か
に
裁
判
員
制
度
に
は
賛
否
両
論
や
運
用
上
・
手
続
上
の
課
題（

（
（

も
あ
る
が
、

一
方
で
裁
判
員
制
度
の
導
入
を
契
機
と
し
て
刑
事
司
法
の
手
続
改
革
が
相
ま
っ
て
立
法
や
運
用
面
で
改
善
へ
の
若
干
の
兆
し
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
公
判
前
整
理
手
続
に
よ
る
証
拠
開
示
制
度
、
被
疑
者
国
選
弁
護
制
度
、
被
告
人
の
身
体
拘
束
の
運
用
、
さ
ら
に
は
直
接
主
義
・
口
頭
主
義
を
実
質
化



二
五
八

す
る
こ
と
に
よ
る
公
判
中
心
主
義
の
再
生
に
向
け
た
期
待
等
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
正
負
両
面
を
抱
え
る
裁
判
員
制
度
で
あ
る
が
、
椎
橋
先
生
の
述
べ
ら

れ
る
「
国
民
に
と
っ
て
良
い
制
度
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
視
座
は
、国
民
が
真
に
納
得
で
き
る
制
度
の
在
り
方
を
探
っ

て
い
く
上
で
、
賛
否
両
論
に
共
通
す
る
有
益
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
ろ
う
。

二　

問
題
意
識

さ
て
裁
判
員
制
度
の
在
り
方
を
考
え
る
に
当
た
り
、「
裁
判
員
の
解
任
」
及
び
「
対
象
事
件
の
除
外
」
に
関
し
て
も
重
要
な
課
題
が
あ
る
。
二
〇
一
六
年

に
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
で
起
き
た
裁
判
員
へ
の
声
か
け
威
迫
・
請
託
事
件
（
以
下
、「
声
か
け
事
件
」
と
略
す
場
合
が
あ
る
）
は
、
そ
の
課
題
を
考
え
る
契

機
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
で
は
殺
人
未
遂
で
起
訴
さ
れ
た
指
定
暴
力
団
の
組
幹
部
に
対
す
る
裁
判
員
裁
判
の
閉
廷
後
、
裁
判
所
外
で
裁
判
員
二
名
が
公
判

を
傍
聴
し
て
い
た
二
名
の
男
に
声
を
か
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
補
充
裁
判
員
を
含
む
五
名
の
裁
判
員
が
辞
退
を
申
し
出
る
事
態
と
な
っ
た（

（（
（

。
そ
の
後
、
声
を

か
け
た
男
は
、
裁
判
員
法
違
反
（
威
迫
）
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
、
本
件
殺
人
未
遂
審
理
は
裁
判
員
裁
判
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（（
（

。

椎
橋
先
生
は
こ
の
事
件
に
関
す
る
朝
日
新
聞
社
の
取
材
に
対
し
、「
辞
任
は
や
む
を
得
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
「
脅
せ
ば
裁
判
員
裁
判
が
で
き

な
く
な
る
と
い
う
風
潮
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
懸
念
さ
れ
た
上
で
、「
被
告
が
（
工
藤
会
の
よ
う
な
）
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
の
場
合
だ
け
対
象
か
ら
除
外

す
る
策
を
検
討
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
課
題
を
提
起
さ
れ
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
本
件
は
裁
判
員
制
度
が
直
面
す
る
本
質
的
な
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。

確
か
に
、
こ
れ
ま
で
も
裁
判
員
が
辞
任
を
申
立
て
解
任
さ
れ
る
事
案
は
存
在
し
た（

（（
（

。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
東
京
地
裁
で
も
危
険
運
転
致
死
罪
に
問

わ
れ
た
被
告
人
の
公
判
に
お
い
て
傍
聴
人
が
法
廷
外
で
裁
判
員
に
「
被
告
が
か
わ
い
そ
う
」
と
声
を
か
け
た
事
案
が
あ
っ
た
が
、
裁
判
員
の
捜
査
へ
の
協

力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
悪
質
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
告
発
が
見
送
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
他
方
、
今
回
の
声
か
け
事
件
で
は
裁
判
員
法
違
反
で
の
逮
捕

と
い
う
点
で
も
、
さ
ら
に
公
判
途
中
で
裁
判
員
裁
判
か
ら
除
外
を
請
求
さ
れ
る
と
い
う
点
で
も
裁
判
員
制
度
実
施
以
来
初
め
て
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ（

（（
（

、

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
と
の
論
調（

（（
（

も
見
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
暴
力
団
関
係
の
事
件
に
関
し
て
は
除
外
の
請
求
さ
れ
る
事
案
が
散
見
さ
れ
、
そ
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の
可
否
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
本
件
と
同
時
期
に
、
福
岡
地
裁
で
は
工
藤
会
系
組
幹
部
を
殺
害
し
た
別
の
被
告
人
の
公
判
で
も
、
裁
判
員
へ
の
威
迫
が

想
定
さ
れ
る
と
し
て
裁
判
員
裁
判
か
ら
除
外
す
る
決
定
を
言
い
渡
し
て
い
る（

（（
（

。
一
方
で
、
二
〇
一
三
年
に
さ
い
た
ま
地
検
が
暴
力
団
幹
部
の
射
殺
事
件
に

お
い
て
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
の
裁
判
で
除
外
請
求
し
た
事
案
で
は
地
裁
は
請
求
を
却
下
し
て
い
る（

（（
（

。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
統
計
が
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
最
高
裁
に
問
い
合
わ
せ
を
行
い
、
さ
ら
に
本
件
事
件
の
弁
護
人
へ
の
対
面
取
材
で

得
ら
れ
た
情
報
も
実
証
的
に
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
解
任
規
定
及
び
除
外
規
定
の
運
用
実
態
を
解
明
す
る
。
今
後
も
テ
ロ
を
含
め
組
織
犯
罪
・
暴
力
団
等
が

関
連
す
る
事
件
で
、
同
様
の
事
態
が
起
き
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
分
野
を
実
証
分
析
す
る
意
義
は
大
き
い
。

三　

声
か
け
事
件
の
展
開
と
現
行
法
の
手
続

（
一
）　

一
連
の
流
れ
と
地
裁
の
対
応

問
題
と
な
っ
た
裁
判
員
裁
判
は
、
知
人
男
性
に
日
本
刀
を
突
き
刺
し
て
殺
害
し
よ
う
と
し
た
工
藤
会
系
組
幹
部
が
二
〇
一
五
年
一
一
月
に
殺
人
未
遂
罪

で
起
訴
さ
れ
た
事
件
（
以
下
、
Ⅰ
事
件
と
称
す
場
合
が
あ
る
）
の
公
判
審
理
に
関
し
て
で
あ
る
。
本
件
で
は
二
〇
一
六
年
五
月
一
〇
日
か
ら
裁
判
員
裁
判

が
開
か
れ
、
同
月
一
二
日
に
結
審
し
、
同
月
一
六
日
に
判
決
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
声
か
け
事
件
（
以
下
、
Ⅱ
事
件
と
称
す
場
合
が
あ
る
）

が
発
生
し
た
。
こ
の
事
件
を
受
け
て
、
裁
判
員
法
違
反
で
の
起
訴
に
加
え
、
裁
判
員
解
任
と
除
外
決
定
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
。
本
件
発
生
後
の
事
実
関

係
を
把
握
す
る
た
め
、
一
連
の
経
過
を
資
料
一
と
し
て
作
成
し
た
。

　【
資
料
一
：
声
か
け
事
件
に
関
連
す
る
動
向
・
経
緯
の
一
覧
（
二
〇
一
六
年
）】

※　

五
月
一
〇
日
：
Ⅰ
事
件
の
裁
判
員
第
一
回
公
判
後
に
、
Ⅱ
事
件
の
発
生

　
　
　
　

一
二
日
：
Ⅰ
事
件
の
第
二
回
公
判

　
　
　
　

一
三
日
：
同
月
一
六
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
判
決
期
日
の
取
り
消
し



二
六
〇

　
　
　
　

三
〇
日
：
声
か
け
ら
れ
た
四
人
の
裁
判
員
が
辞
任
を
申
立
て

※　

六
月　

七
日
：
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
が
裁
判
員
四
人
の
解
任
を
決
定

　
　
　
　
　

八
日
：
補
充
裁
判
員
一
名
か
ら
辞
任
の
申
立
て

　
　
　
　
　

九
日
：
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
が
福
岡
県
警
に
Ⅱ
事
件
を
告
発（

（（
（

　
　
　
　

一
三
日
：
辞
任
を
申
し
出
た
補
充
裁
判
員
一
人
の
解
任
を
決
定

　
　
　
　

一
四
日
：
最
高
裁
が
安
全
確
保
を
求
め
る
事
務
連
絡
を
全
国
の
高
裁
・
地
裁
に
通
知（

（（
（

　
　
　
　

一
七
日
：
Ⅱ
事
件
の
（
元
工
藤
会
系
組
員
を
含
む
）
男
二
人
を
裁
判
員
法
違
反
で
逮
捕（

（（
（

※　

七
月　

五
日
：
最
高
裁
が
高
裁
・
地
裁
に
傍
聴
人
へ
裁
判
員
へ
の
接
触
の
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
通
知（

（（
（

　
　
　
　
　

八
日
：
Ⅱ
事
件
被
疑
者
二
人
が
裁
判
員
法
違
反
の
罪
（
威
迫
・
請
託
）
で
起
訴

　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
地
検
が
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
に
Ⅰ
事
件
裁
判
員
裁
判
対
象
か
ら
の
除
外
を
請
求（

（（
（

　
　
　
　

一
一
日
：
弁
護
側
が
裁
判
員
裁
判
か
ら
の
除
外
に
同
意
す
る
意
見
書
を
福
岡
地
裁
に
提
出（

（（
（

　
　
　
　

一
三
日
：
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
が
裁
判
員
裁
判
か
ら
除
外
す
る
決
定（

（（
（

※　

八
月　

二
日
：
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
が
裁
判
員
裁
判
か
ら
除
外
さ
れ
た
Ⅰ
事
件
に
つ
い
て
判
決（

（（
（

　
　
　
　

一
三
日
：
Ⅰ
事
件
で
福
岡
地
検
が
福
岡
高
裁
へ
控
訴
（
事
実
誤
認
）

　
　
　
　

一
六
日
：
Ⅰ
事
件
で
弁
護
側
も
控
訴
（
後
に
量
刑
不
当
と
判
明
）

※　

九
月
一
六
日
：
福
岡
地
裁
で
Ⅱ
事
件
の
裁
判
員
法
違
反
に
関
す
る
被
告
人
二
名
の
各
第
一
回
公
判
期
日
。

※　

一
一
月
一
六
日
：
Ⅱ
事
件
の
被
告
人
二
名
の
各
公
判
に
お
い
て
論
告
・
求
刑
（
懲
役
一
年
の
求
刑
。
判
決
は
二
〇
一
七
年
一
月
六
日
の
予
定
）

前
記
の
よ
う
に
本
件
で
は
異
例
の
経
緯
を
た
ど
っ
た
。
こ
れ
ら
の
流
れ
を
整
理
す
る
と
、「
Ｉ
事
件
裁
判
員
の
解
任
決
定
」・「
Ⅱ
事
件
告
発
」
→
「
Ⅱ
事

件
裁
判
員
法
違
反
で
逮
捕
」・「
Ⅱ
事
件
起
訴
」
を
経
て
→「
裁
判
員
裁
判
の
対
象
か
ら
Ⅰ
事
件
の
除
外
請
求
」
→
「
Ⅰ
事
件
除
外
決
定
」
と
い
う
経
緯
を
た

ど
っ
て
い
る
。
な
お
報
道
に
よ
る
と
、「
見
た
目
や
態
度
、
言
動
を
含
め
畏
怖
に
値
す
る
と
判
断
し
た
」
と
捜
査
関
係
者
が
明
ら
か
に
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
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二
六
一

一
方
で
裁
判
所
側
の
対
応
に
つ
い
て
も
一
覧
か
ら
迅
速
な
対
応
が
見
て
取
れ
る
。
同
年
六
月
一
四
日
と
七
月
五
日
に
最
高
裁
か
ら
通
知
が
発
せ
ら
れ
て

以
降
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
も
迅
速
に
対
応
を
と
り
始
め
た
。
一
方
で
、
検
察
側
も
今
回
の
事
件
を
受
け
て
、
暴
力
団
事
件
に
つ
い
て
、「
今
後
は
個
人
的
な

犯
行
と
み
ら
れ
る
事
件
で
も
積
極
的
に
除
外
請
求
し
て
い
く
」
と
取
材
で
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
今
後
は
検
察
側
も
除
外
請
求
を
積

極
的
に
行
う
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
暴
力
団
排
除
の
機
運
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）　

裁
判
員
法
違
反
で
の
審
理

Ⅱ
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
二
名
の
審
理
は
、福
岡
地
裁
本
庁
に
お
い
て
開
か
れ
た（

（（
（

。こ
れ
は
、審
理
後
の
帰
宅
途
中
の
バ
ス
停
ま
で
の
路
上
で
ス
ク
ー

タ
ー
に
乗
車
し
て
裁
判
員
の
前
で
す
れ
違
い
様
に
一
時
停
車
し
声
を
か
け
た
と
さ
れ
る
被
告
人
Ｎ
の
公
判
と
、
そ
の
後
バ
ス
停
で
裁
判
員
に
声
を
か
け
た

被
告
人
Ｋ
の
公
判
で
あ
る
。
公
訴
事
実
に
よ
る
と
、
工
藤
会
系
暴
力
団
若
頭
の
Ｈ
の
親
交
者
で
あ
り
、
平
成
二
八
年
五
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
同
人
に
対

す
る
殺
人
未
遂
被
告
事
件
の
第
一
回
公
判
を
傍
聴
し
て
い
た
被
告
人
ら
が
、
同
被
告
事
件
に
関
し
こ
の
事
件
の
審
理
に
係
る
職
務
を
行
う
裁
判
員
を
威
迫

す
る
と
共
に
、
そ
の
審
理
に
関
し
請
託
を
し
よ
う
と
考
え
、
同
日
、
同
被
告
事
件
の
審
判
に
係
る
裁
判
員
二
名
の
女
性
に
対
し
次
の
よ
う
に
話
し
か
け
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｎ
は「
俺
は
甲
の
同
級
生
な
ん
よ
」「
あ
ん
た
ら
の
顔
は
覚
え
と
る
け
ね
」「
甲
の
同
級
生
だ
か
ら
、よ
ろ
し
く
ね
」等
と
話
し
か
け
、

一
方
で
Ｋ
は
、「
明
後
日
も
来
る
ん
や
ろ
」「
裁
判
員
も
大
変
や
ね
」「
も
う
あ
る
程
度
刑
は
決
ま
っ
と
る
ん
や
ろ
」「
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
も
変
わ
ら
ん
も
ん
ね
」

と
声
を
か
け
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
員
の
不
安
、
困
惑
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
を
す
る
と
共
に
、
前
記
Ｈ
に
と
っ
て
有
利
な
審
判
を
行
う
よ
う
依
頼

し
、
も
っ
て
裁
判
員
に
対
し
被
告
事
件
に
関
し
威
迫
の
行
為
を
す
る
と
共
に
、
法
令
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
行
う
場
合
で
な
い
の
に
、
そ
の
職
務
に
関
し

請
託
を
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
罪
名
罰
条
は
、
後
述
す
る
裁
判
員
法
の
請
託
罪
（
同
法
一
〇
六
条
一
項
）、
威
迫
罪
（
同
法
一
〇
七
条
一

項
）
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
被
告
人
Ｎ
は
事
実
関
係
を
認
め
た
上
で
、
情
状
面
で
自
分
の
性
格
や
反
省
の
態
度
等
を
主
張
し
た
。
一
方
、
被
告
人
Ｋ
は
裁

判
員
に
声
を
か
け
た
事
実
は
認
め
な
が
ら
も
、
威
迫
・
請
託
に
関
す
る
事
実
の
存
在
に
つ
い
て
は
否
認
し
て
争
っ
た
。

と
り
わ
け
、
こ
の
審
理
で
、
検
察
側
の
論
告
に
注
目
す
る
と
、
法
益
侵
害
の
結
果
の
重
大
性
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
威
迫
罪
及
び
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請
託
罪
に
関
す
る
法
益
の
本
質
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
裁
判
員
に
対
す
る
威
圧
行
為
や
請
託
行
為
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
裁
判
員
に
対
す
る
不
正
な
働
き
か
け
を
処
罰
す
る
こ
と
で
、
職
務
の
執
行

の
適
正
を
確
保
し
、
裁
判
の
公
正
及
び
こ
れ
に
対
す
る
信
頼
を
保
護
す
る
と
共
に
、
個
々
の
裁
判
員
の
個
人
的
な
生
活
の
平
穏
と
自
由
を
保
護
す
る

も
の
で
あ
る
。
仮
に
威
迫
行
為
或
い
は
請
託
行
為
が
横
行
し
た
場
合
、
裁
判
員
等
が
公
正
な
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
態
に
な
り
、（
刑
事

裁
判
に
市
民
感
覚
と
取
り
入
れ
て
充
実
し
た
審
理
を
す
る
た
め
に
発
足
し
た
）
裁
判
員
制
度
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
こ
と
に
な
る
」

そ
の
上
で
、
本
件
へ
の
当
て
は
め
と
し
て
、
実
際
に
裁
判
へ
の
影
響
が
生
じ
た
具
体
的
な
事
実
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。

「
本
件
に
お
い
て
、（
直
接
声
を
か
け
ら
れ
た
被
害
者
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
に
参
加
し
て
い
た
他
の
）
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
に
強
い
恐
怖
を
感

じ
さ
せ
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
判
決
期
日
が
延
期
と
な
り
、
裁
判
員
裁
判
で
は
な
く
裁
判
官
の
合
議
体
に
よ
る
審
理
に
な
る
な
ど
、
実
際
に
裁
判

員
ら
を
萎
縮
さ
せ
た
り
、
公
正
な
判
断
が
で
き
な
い
事
態
を
招
き
、
審
理
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
以
上
に
加
え
、
社
会
的
に
も
大
き
く
報
道
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
裁
判
員
及
び
そ
の
候
補
者
等
に
対
し
て
も
不
安
感
と
恐
怖
感
を
与
え
、
ま
さ
に
裁
判
員
裁
判
の
根
幹
を
揺
る
が
す
事
態
が

現
実
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
」

以
上
を
分
析
す
る
と
、「
裁
判
員
制
度
の
根
底
」
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、「
裁
判
の
公
正
さ
」、「
裁
判
員
の
生
活
の
平
穏
と
自
由
」
と
い
う
要
素
を
保

護
法
益
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、実
際
に
公
判
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
や
、除
外
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
審
理
に
影
響
を
与
え
た
」
事
実
及
び
「
裁

判
員
等
に
不
安
と
恐
怖
感
を
与
え
た
」
事
実
を
踏
ま
え
る
形
で
、
一
連
の
流
れ
を
具
体
的
に
発
生
し
た
侵
害
結
果
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
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裁
判
員
の
解
任
規
定
と
対
象
事
件
の
除
外
規
定
に
関
す
る
研
究
（
𠮷
村
）

（
三
）　

不
当
な
介
入
に
対
す
る
現
行
法
の
措
置

本
節
で
は
、
声
か
け
事
件
の
よ
う
に
不
当
な
介
入
・
圧
力
が
裁
判
員
へ
加
え
ら
れ
る
場
合
の
事
前
及
び
事
後
的
措
置
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

（
ア
）　

罰
則
に
よ
る
「
抑
止
策
」・
裁
判
員
等
の
保
護

で
は
、
裁
判
員
へ
の
声
か
け
の
よ
う
な
不
当
な
介
入
が
発
生
し
た
場
合
の
現
行
法
上
の
と
り
う
る
措
置
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
現
行

法
上
、
裁
判
員
に
対
し
不
当
な
干
渉
を
行
っ
た
者
へ
の
罰
則
規
定
と
し
て
は
、
裁
判
員
へ
の
請
託
罪
等
（
裁
判
員
法
一
〇
六
条
）、
及
び
裁
判
員
に
対
す
る

威
迫
罪
（
裁
判
員
法
一
〇
七
条
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
組
織
的

犯
罪
処
罰
法
と
略
す
）
に
お
い
て
も
、
組
織
的
犯
罪
に
係
る
裁
判
員
等
へ
の
威
迫
罪
（
同
法
七
条
一
項
四
号
五
号
）
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
裁
判
員
へ
の
請
託
罪
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
又
は
補
充
裁
判
員
に
対
し
、
そ
の
職
務
に
関
し
て
請
託
を
し
た
者
に
「
二
年
以
下
の
懲
役
又
は

二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」（
裁
判
員
法
一
〇
六
条
一
項
）
と
し
、「
被
告
事
件
の
審
判
に
影
響
を
及
ぼ
す
目
的
」
で
「
事
実
の
認
定
、
刑
の
量
定

そ
の
他
裁
判
員
と
し
て
行
う
判
断
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
又
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
た
者
」
に
も
同
様
の
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
同

条
二
項
）。
ま
た
同
様
に
、
選
任
予
定
裁
判
員
に
対
し
請
託
し
た
場
合
（
同
条
三
項
）、
及
び
「
裁
判
員
と
し
て
行
う
べ
き
判
断
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
又

は
こ
れ
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
た
」
場
合
（
同
条
四
項
）
も
処
罰
の
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
請
託
」
と
は
、
不
正
な
内
容
か
ど
う
か
を

問
わ
ず
一
定
の
依
頼
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
裁
判
員
と
し
て
行
う
判
断
に
意
見
を
述
べ
る
事
例
と
し
て
は
被
告
人
の
事
実
認
定
や
量
刑
等
の
判

断
結
果
に
対
し
直
接
的
な
意
見
を
述
べ
る
場
合
や
、
証
拠
の
評
価
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
る
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
を
提
供
す
る
事
例

と
し
て
は
、
提
供
者
の
意
見
・
評
価
に
過
ぎ
な
い
情
報
を
伝
達
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

次
に
威
迫
罪
に
つ
い
て
は
、「
被
告
事
件
に
関
し
、
当
該
被
告
事
件
の
審
判
に
係
る
職
務
」
を
行
う
「
裁
判
員
若
し
く
は
補
充
裁
判
員
若
し
く
は
こ
れ
ら

の
職
に
あ
っ
た
者
又
は
そ
の
親
族
」（
以
下
、裁
判
員
等
と
略
す
）
に
対
し
、「
威
迫
の
行
為
を
し
た
者
」
に
「
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
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と
い
う
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
裁
判
員
法
一
〇
七
条
一
項
）。
ま
た
、
裁
判
員
候
補
者
等
に
対
し
て
威
迫
の
行
為
を
し
た
者
に
も
同
様
の
罰
則
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
る
（
同
条
二
項
）。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
威
迫
」
と
は
、
言
語
・
動
作
・
態
度
等
の
方
法
を
問
わ
ず
気
勢
を
示
す
こ
と
で
、
相
手
に
不
安
や

困
惑
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
を
意
味
す
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
威
迫
行
為
を
処
罰
す
る
立
法
趣
旨
は
、
裁
判
員
等
の
保
護
や（

（（
（

、
裁
判
員
が
公
平
に
職
務
を
行
使
す

る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
現
行
法
は
裁
判
員
等
へ
の
不
当
な
介
入
に
対
し
て
罰
則
を
設
け
て
い
る
。

な
お
、組
織
的
犯
罪
処
罰
法
は
、裁
判
員
法
よ
り
も
重
い
法
定
刑
を
設
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
禁
錮
以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
当
た
る
行
為
が
、

団
体
の
活
動
と
し
て
、
当
該
行
為
を
実
行
す
る
た
め
の
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
」
に
お
い
て
、「
そ
の
罪
に
係
る
被
告
事
件
に
関
し
、
当
該
被
告
事
件

の
裁
判
員
若
し
く
は
補
充
裁
判
員
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
又
は
そ
の
親
族
」
に
対
し
、「
面
会
、
文
書
の
送
付
、
電
話
を
か
け
る
こ
と
そ
の
他

い
か
な
る
方
法
を
も
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
」、「
威
迫
の
行
為
を
し
た
者
」（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
七
条
一
項
四
号
）
と
、「
裁
判
員
候
補
者
又
は
そ
の
親
族
」

に
対
し
「
威
迫
の
行
為
を
し
た
者
」（
同
法
同
条
一
項
五
号
）
に
「
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
を
科
す
と
規
定
し
て
い
る
。

他
方
で
裁
判
員
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
等
を
特
定
す
る
に
足
り
る
情
報
を
「
公
」
に
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
保
護
規
定
（
裁
判
員
法
一
〇
一
条
）

に
加
え
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
規
則
（
以
下
、
裁
判
員
規
則
と
略
す
）
で
も
裁
判
員
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
諸
規
定
を

設
け
て
い
る
（
同
規
則
一
二
条
、
一
五
条
、
六
六
条
）。
ま
た
、
裁
判
員
等
に
対
す
る
接
触
を
禁
止
す
る
規
定
（
裁
判
員
法
一
〇
二
条
）
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
い
う
「
接
触
」
と
は
、
面
会
、
文
書
の
送
付
、
電
話
な
ど
裁
判
員
等
が
五
官
で
感
じ
る
如
何
な
る
方
法
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
接

触
を
規
制
す
る
こ
と
で
裁
判
の
公
正
や
信
頼
を
確
保
す
る
と
共
に
、
裁
判
員
等
の
生
活
の
平
穏
を
保
護
し
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

で
は
、上
記
の
よ
う
な
接
触
や
威
迫
等
の
不
当
な
介
入
が
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
事
後
的
対
応
と
し
て
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
。

（
イ
）　

裁
判
員
の
解
任
に
よ
る
「
裁
判
員
等
の
保
護
（
負
担
軽
減
）」
と
追
加
選
任
に
よ
る
「
公
正
な
裁
判
の
確
保
」

ま
ず
裁
判
員
等
の
「
解
任
」
の
措
置
が
あ
る
。
解
任
は
当
事
者
の
請
求
に
よ
る
解
任
（
裁
判
員
法
四
一
条
）、
職
権
に
よ
る
解
任
（
裁
判
員
法
四
三
条
）、

裁
判
員
等
の
申
立
て
に
よ
る
解
任
（
裁
判
員
法
四
四
条
）、
及
び
補
充
裁
判
員
の
解
任
（
裁
判
員
法
四
五
条
）
の
規
定
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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裁
判
員
の
解
任
規
定
と
対
象
事
件
の
除
外
規
定
に
関
す
る
研
究
（
𠮷
村
）

そ
の
う
ち
当
事
者
の
請
求
に
よ
る
解
任
、
及
び
職
権
に
よ
る
解
任
事
由
は
、
裁
判
員
法
四
一
条
一
項
各
号
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
た
め
、

本
件
声
か
け
事
件
の
よ
う
な
事
案
で
裁
判
員
等
が
辞
任
を
申
立
て
る
場
合
は
、裁
判
員
法
四
四
条
一
項
で
の
対
応
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、裁
判
員
等
は
、「
そ

の
選
任
の
決
定
が
さ
れ
た
後
に
生
じ
た
同
法
一
六
条
八
号
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
り
「
職
務
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
」
を
理
由
と
し
て
裁
判
所

に
対
し
「
辞
任
の
申
立
て
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
四
四
条
一
項
）。
そ
し
て
、
受
訴
裁
判
所
は
、「
そ
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
は
、
当

該
裁
判
員
等
を
解
任
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
四
四
条
二
項
）。
同
法
一
六
条
八
号
は
辞
退
事
由
と
し
て
「
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
や
む

を
得
な
い
事
由
」
を
規
定
し
て
お
り
「
裁
判
員
の
職
務
を
行
う
こ
と
」
等
が
困
難
な
者
に
辞
退
の
申
立
て
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
裁
判
員

の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
第
一
六
条
第
八
号
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
由
を
定
め
る
政
令
」（
平
成
二
〇
年
政
令
三
号
）（
以
下
、
辞
退

政
令
と
呼
ぶ
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
六
号
で
は（

（（
（

、「
裁
判
員
の
職
務
を
行
」
う
こ
と
等
に
よ
り
、「
自
己
又
は
第
三
者
に
身
体
上
、
精
神
上
又
は
経
済
上
の

重
大
な
不
利
益
が
生
ず
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
」
を
「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
と
し
て
挙
げ
、
辞
任
に
関
し
て
包
括
的
な
規
定

形
式
を
設
け
て
い
る
。
辞
退
政
令
の
該
当
性
に
関
す
る
運
用
自
体
は
、
比
較
的
柔
軟
に
判
断
さ
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
多
く
の
裁
判

員
候
補
者
等
自
体
が
当
該
規
定
の
存
在
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
裁
判
員
等
の
解
任
が
決
定
さ
れ
た
結
果
、「
裁
判
員
の
員
数
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
」
に
は
「
補
充
裁
判
員
を
裁
判
員
に
選
任
す
る
決
定
を

す
る
」
こ
と
に
な
る
が
（
裁
判
員
法
四
六
条
一
項
）、「
選
任
す
べ
き
補
充
裁
判
員
が
い
な
い
と
き
」
は
、（
裁
判
員
法
三
八
条
を
準
用
し
て
）「
不
足
す
る

裁
判
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
に
な
る
。（
同
条
二
項
）
ま
た
、
補
充
裁
判
員
に
つ
い
て
も
追
加
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
裁
判
員
法

四
七
条
）。
こ
の
よ
う
に
裁
判
員
等
は
辞
任
を
申
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
職
務
か
ら
解
任
さ
れ
る
こ
と
で
保
護
さ
れ
、
追
加
選
任
に
よ
り
公
正
な
裁
判
を
確

保
す
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
当
該
措
置
を
講
じ
て
も
欠
員
が
生
じ
る
場
合
の
手
続
を
整
理
す
る
。

（
ウ
）　

欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
追
加
選
任
と
除
外
規
定
：「
公
正
な
裁
判
の
確
保
」

本
件
の
よ
う
に
裁
判
員
の
解
任
に
よ
っ
て
補
充
裁
判
員
を
加
え
て
も
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
二
つ
の
措
置
を
と
り
う
る
。
第
一
に
、
前
述
し
た
裁
判
員



二
六
六

の
追
加
選
任
を
行
う
方
法
で
あ
る
（
裁
判
員
法
四
六
条
）。
補
充
裁
判
員
が
い
れ
ば
補
充
裁
判
員
を
裁
判
員
に
選
任
す
る
決
定
が
行
わ
れ
（
同
条
一
項
）、

裁
判
員
に
選
任
す
る
補
充
裁
判
員
が
い
な
い
と
き
は
裁
判
所
は
不
足
す
る
員
数
の
裁
判
員
を
新
た
に
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
）。

第
二
に
、こ
う
し
た
追
加
選
任
が
困
難
な
場
合
に
は
、裁
判
員
を「
除
外
」し
て
裁
判
官
の
み
で
審
理
す
る
方
法
で
あ
る
。
裁
判
員
法
三
条
一
項
に
よ
れ
ば
、

地
方
裁
判
所
は
、「
被
告
人
の
言
動
、
被
告
人
が
そ
の
構
成
員
で
あ
る
団
体
の
主
張
若
し
く
は
当
該
団
体
の
他
の
構
成
員
の
言
動
又
は
現
に
裁
判
員
候
補
者

若
し
く
は
裁
判
員
に
対
す
る
加
害
若
し
く
は
そ
の
告
知
が
行
わ
れ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
」
に
よ
り
、「
裁
判
員
候
補
者
、裁
判
員
若
し
く
は
裁
判
員
で
あ
っ

た
者
若
し
く
は
そ
の
親
族
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
」（
以
下
、
裁
判
員
等
と
略
す
）
の
「
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
」
に
「
危
害
が
加
え
ら
れ
る
お

そ
れ
」
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
「
生
活
の
平
穏
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
」
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
裁
判
員
等
が
「
畏
怖
し
」
た
こ
と
で
、「
裁
判
員
候

補
者
の
出
頭
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
」
に
あ
る
か
、
又
は
「
裁
判
員
の
職
務
の
遂
行
が
で
き
ず
こ
れ
に
代
わ
る
裁
判
員
の
選
任
も
困
難
で
あ
る
」

と
認
め
る
場
合
に
、
当
事
者
の
請
求
又
は
職
権
で
「
裁
判
官
の
合
議
体
で
取
り
扱
う
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
除
外
規
定
の
趣
旨
は
、
裁
判
員
等
に
危
害
が
及
び
う
る
具
体
的
危
険
性
が
高
い
場
合
に
、
裁
判
員
等
に
そ
の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
審
理
に
加
わ
り

公
正
な
判
断
を
期
待
す
る
こ
と
は
過
大
な
負
担
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る（

（（
（

。
除
外
す
る
決
定
が
行
わ
れ
（
裁
判
員
法
三
条
一
項
）、「
裁
判
官
又

は
裁
判
官
の
合
議
体
で
取
り
扱
う
こ
と
」
と
な
れ
ば
、
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
の
任
務
は
「
終
了
す
る
」（
裁
判
員
法
四
八
条
）。

四　
「
解
任
」
規
定
及
び
「
除
外
」
規
定
に
関
す
る
実
証
研
究

（
一
）　
「
解
任
」
規
定
の
運
用

と
こ
ろ
で
解
任
決
定
（
同
法
四
四
条
二
項
）
の
運
用
に
関
し
て
、
詳
し
い
統
計
資
料
が
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
点
で
実
態
は
つ
か
め
な
い
が
、
実
際
に
は

比
較
的
柔
軟
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る（

（（
（

。
筆
者
が
最
高
裁
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
裁
判
員
法
四
四
条
に
基
づ
く
解
任
件
数
（
制
度
施
行
～

平
成
二
八
年
七
月
末
ま
で
）
は
、
裁
判
員
九
八
一
件
で
あ
っ
た（

（（
（

。
と
り
わ
け
、
同
法
四
四
条
に
注
目
し
て
、
解
任
理
由
別
に
解
任
件
数
を
分
析
す
る
と
、



二
六
七

裁
判
員
の
解
任
規
定
と
対
象
事
件
の
除
外
規
定
に
関
す
る
研
究
（
𠮷
村
）

同
条
に
基
づ
く
解
任
が
大
部
分
で
あ
る
（
資
料

二
参
照
）。
そ
も
そ
も
裁
判
員
制
度
に
解
任
規
定

を
設
け
た
趣
旨
は
、
参
加
す
る
個
々
の
国
民
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
。
但
し
、
と
り

わ
け
「
選
任
前
の
辞
退
規
定
」
よ
り
も
「
選
任

後
の
解
任
規
定
」
の
方
が
一
層
限
ら
れ
た
事
由

で
し
か
認
め
て
い
な
い
の
は
、「
審
理
へ
の
影
響
」

と
「
裁
判
員
へ
の
過
度
の
負
担
」
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、
解
任
規

定
の
運
用
は
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
慎

重
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
二
）　
「
除
外
」
規
定
の
立
法
時
の
議
論

一
方
、
除
外
規
定
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
議
論
の
経
緯
で
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
立
法
時
の
議
論
か
ら
同
規

定
へ
の
当
時
の
考
え
方
を
探
る
。
そ
も
そ
も
司

法
制
度
改
革
審
議
会
で
テ
ロ
や
暴
力
団
事
件
を

想
定
し
裁
判
員
へ
の
危
害
の
問
題
が
提
起
さ
れ

資料二：辞任申立てとその他による解任理由数の対比

年　　度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

判決人員 （総数） 142 1,506 1,525 1,500 1,387 1,202 1,182

裁
判
員

総　　数 10 137 162 156 179 167 160

そ の 他 1 14 8 19 17 6 6

辞任申立 9 （90%）123（90%）154（95%）137（88%）162（91%）161（96%）154（96%）

補
充
裁
判
員

総　　数 85 675 474 387 267 238 196

そ の 他 77 601 402 304 199 170 136

辞任申立 8 （9%） 74 （11%） 72 （15%） 83 （21%） 68 （25%） 68 （29%） 60 （31%）

※　本表において（　）内の数値は、解任理由全体において「辞任申立」による解任の占める割合を百分率で
示した数値である。これによれば、「裁判員」の項目において、「辞任申立」を理由とする解任は、「その他」
の理由と比べても全体の 9 割以上である。一方、「補充裁判員」の項目においては、一見すると「辞任申立」
による解任の割合が低いように見えるが、この項目の「その他」の理由には補充裁判員の解任理由の大部分
を占める裁判員法四五条の「必要がないと認めたもの」が含まれており、この同法四五条の場合を除けば、 

「補充裁判員」の項目においても解任理由の中でほぼ 9 割に増加する。
　　なお、本資料は、最高裁事務総局が公表している下記統計「裁判員制度の実施状況等に関する資料」を整理・

再構築して抽出したものである。下記の URL は http://www.saibanin.courts.go.jp/topics/09_12_05-10jissi_
jyoukyou.html にて公開されていたものであり、全て 2016 年 9 月４日に確認したものである。
2015（平成 27）年度の PDF ３の 31 頁の図表 22（http://www.saibanin.courts.go.jp/vcms_lf/H27-103-3.pdf）、
2014（平成 26）年度 PDF ２の 29 頁の図表 22（http://www.saibanin.courts.go.jp/vcms_lf/H26-103-2.pdf）、
2013（平成 25）年度 PDF １の 29 頁の図表 22（http://www.saibanin.courts.go.jp/vcms_lf/h25_siryo1.pdf）、
2012（平成 24）年度 PDF ２の 29 頁の図表 22（http://www.saibanin.courts.go.jp/vcms_lf/h24_siryo2.pdf）、
2011（平成 23）年度の PDF ２の 29 頁の図表 22（http://www.saibanin.courts.go.jp/vcms_lf/h23_siryo2.pdf）、
2010（平成 22）年度の PDF ２の 29 頁の図表 22-1（http://www.saibanin.courts.go.jp/vcms_lf/h22_siryo2.pdf）、
及び 2009（平成 21）年度の PDF ２の 29 頁の図表 22-1（http://www.saibanin.courts.go.jp/vcms_lf/h21_siryo2.
pdf）。 （筆者作成）
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六
八

た
こ
と
も
あ
り（

（（
（

、
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書（

（（
（

に
お
い
て
、「
対
象
と
な
る
刑
事
事
件
」
に
つ
い
て
、「
例
え
ば
、
裁
判
員
に
対
す
る
危
害
や
脅
迫
的
な

働
き
か
け
の
お
そ
れ
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
的
犯
罪
や
テ
ロ
事
件
な
ど
、
特
殊
な
事
件
に
つ
い
て
、
例
外
的
に
対
象
事
件
か
ら
除
外
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
」
と
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
裁
判
員
制
度
・
刑
事
検
討
会
が
開
か
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
裁
判
員
制
度
の
適
用
さ
れ
る
事
件
の
範
囲
を
狭

め
て
し
ま
う
警
戒
感
か
ら
警
備
等
で
対
応
で
き
る
と
し
て
除
外
規
定
に
慎
重
な
意
見
も
あ
っ
た
（
第
一
四
回
・
二
四
回
議
事
録
）。
し
か
し
、
裁
判
員
の
負

担
軽
減
、
及
び
裁
判
の
公
正
さ
を
確
保
す
る
点
か
ら
除
外
規
定
を
設
け
る
案
が
支
持
を
得
て
、
除
外
す
る
範
囲
を
限
定
す
る
と
共
に
、
除
外
す
る
要
件
を

客
観
的
で
明
確
な
も
の
に
す
る
方
向
で
議
論
が
ま
と
め
ら
れ
た（
第
二
八
回
議
事
録
）（

（（
（

。
そ
の
後
二
〇
〇
四
年
三
月
に
裁
判
員
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

衆
議
院
法
務
委
員
会
で
は
、
政
府
参
考
人
（
山
崎
潮
）
が
「
あ
る
特
定
の
団
体
に
所
属
し
て
い
た
だ
け
」
で
除
外
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
説
明
を
し
た
。

し
か
し
委
員
（
松
野
信
夫
）
が
除
外
規
定
の
適
用
が
「
濫
用
」
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
て
「
例
外
的
な
規
定
」
で
あ
る
か
を
同
政
府
委
員
に
念

を
押
し
た
の
に
対
し
、
同
政
府
参
考
人
は
「
ご
く
例
外
的
な
事
案
に
限
っ
て
認
め
る
」
と
発
言
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
当
時
、
除
外
規
定
に
関
し
て
は

濫
用
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
三
）　

除
外
規
定
の
要
件
に
つ
い
て
検
討

当
該
規
定
の
要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
危
険
性
と
は
、
単
に
被
告
人
が
組
織
的
犯
罪
集
団
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
事
情
や
、
漠
然
と
し
た

不
安
を
抱
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
も
除
外
事
由
に
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
、
具
体
的
状
況
に
あ
る
こ
と
が
必
要
と
解
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
例
え
ば
、
裁

判
員
に
復
讐
を
予
告
す
る
場
合
や
、
被
告
人
が
所
属
す
る
テ
ロ
組
織
が
裁
判
を
妨
害
す
る
た
め
に
裁
判
員
の
殺
害
予
告
を
す
る
よ
う
な
場
合
が
典
型
例
と

し
て
想
定
さ
れ
る（

（（
（

。

ま
た
当
該
手
続
に
関
し
て
も
、
除
外
す
る
か
否
か
の
決
定
は
、
当
該
事
件
に
関
与
し
て
い
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
の
合
議
体
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
（
裁

判
員
法
三
条
二
項
）。
こ
れ
は
、
当
該
事
件
に
関
与
し
て
い
る
裁
判
官
が
判
断
す
る
と
、
裁
判
員
を
排
除
し
た
い
た
め
に
除
外
事
由
に
該
当
す
る
と
判
断
し



二
六
九

裁
判
員
の
解
任
規
定
と
対
象
事
件
の
除
外
規
定
に
関
す
る
研
究
（
𠮷
村
）

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
招
く
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
そ
の
判
断
時
に
お
い
て
は
予
め
検
察
官
及
び
被
告
人
又
は
弁
護
人
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
加
え
（
裁
判
員
法
三
条
三
項
、
裁
判
員
規
則
三
条
）、
既
に
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
が
構
成
さ
れ
た
後
に
職

権
で
除
外
決
定
を
行
う
場
合
に
は
、
予
め
裁
判
長
の
意
見
も
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
裁
判
員
法
三
条
四
項
）。
な
お
、
当
該
決
定
に
は
理
由
を
付
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
（
裁
判
員
法
三
条
五
項
、及
び
裁
判
員
規
則
四
条
一
項
）、即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
裁
判
員
法
三
条
、及
び
裁
判
員
規
則
五
条
）。

（
四
）　

除
外
規
定
の
運
用
実
態

次
に
除
外
規
定
の
運
用
に
触
れ
る
。
こ
れ
ま
で
除
外
の
請
求
さ
れ
た
事
案
は
複
数
あ
っ
た
が
、「
厳
し
い
要
件
が
課
せ
ら
れ
て
」
お
り
、
除
外
さ
れ
ず
判

決
に
至
っ
た
も
の
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
除
外
決
定
に
関
す
る
明
確
な
統
計
が
管
見
の
限
り
存
在
し
な
か
っ
た
た
め（

（（
（

、
筆
者
が
独
自
に
最
高
裁
広

報
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
除
外
決
定
は
、
こ
れ
ま
で
七
件
の
み
で
あ
り
、
且
つ
全
て
の
除
外
決
定
が
福
岡
地
裁
に
集
中
し
て
い
た
（
資
料
三
参
照
）。
な

お
、
Ⅰ
事
件
の
除
外
決
定
後
の
間
も
な
い
時
期
に
、
岡
山
地
裁
で
も
除
外
決
定
が
行
わ
れ
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た（

（（
（

。

　
【
資
料
三
：
裁
判
員
法
三
条
一
項
の
除
外
決
定
の
件
数
（
制
度
施
行
～
平
成
二
八
年
七
月
末
ま
で
）】

全
国
で
七
件
（
被
告
人
一
一
人
）

内
訳
：
福
岡
地
裁
本
庁
四
件
（
六
名
の
被
告
人
）、
小
倉
支
部
三
件
（
五
人
の
被
告
人
）

（
五
）　

除
外
決
定
内
容
の
解
析

こ
こ
で
は
、
事
件
担
当
の
弁
護
人
へ
の
対
面
取
材
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
Ⅰ
事
件
の
除
外
請
求
及
び
除
外
決
定
の
論
理
構
成
を
そ
れ
ぞ
れ
解

析
す
る
こ
と
で
、
実
態
を
解
明
す
る
。
第
一
に
、
Ｉ
事
件
の
裁
判
員
の
辞
退
の
申
立
て
に
関
し
、
検
察
側
か
ら
の
除
外
請
求
は
下
記
の
よ
う
な
内
容
の
論

理
構
成
で
あ
っ
た
。
検
察
側
の
「
請
求
趣
旨
」
と
し
て
は
、今
回
の
声
か
け
の
事
案
の
概
要
が
挙
げ
ら
れ
、「
請
求
理
由
」
と
し
て
は
、「
裁
判
員
へ
の
請
託
・

威
迫
が
あ
っ
た
と
い
う
内
容
」、「
裁
判
員
が
接
触
を
し
た
人
物
が
工
藤
会
構
成
員
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
」（
但
し
、
実
際
に
は
現
在
所
属
し
て
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〇

い
る
わ
け
で
は
な
く
過
去
に
構
成
員
で
あ
っ
た
）、「
工
藤
会
の
凶
悪
性
」、
及
び
「
声
か
け
事
件
が
報
道
さ
れ
広
く
一
般
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
こ
と
」
を
挙

げ
た
上
で
、
裁
判
員
法
三
条
一
項
の
要
件
に
該
当
す
る
と
し
て
、
除
外
請
求
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
な
お
弁
護
側
と
し
て
は
、
裁
判
員
と
し
て
の
職
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
追
加
の
裁
判
員
選
任
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
裁
判
へ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
相
当
で
あ
る
と
同
意
す
る
意
見
書
を

提
出
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、除
外
に
つ
い
て
の「
決
定
理
由
」の
論
理
構
成
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
Ⅰ
事
件（
第
二
刑
事
部
）の
除
外
決
定
は
、事
件
と
は
別
の
裁
判
体（
第

一
刑
事
部
）
が
行
っ
た
。
当
該
決
定
で
は
、
Ⅱ
事
件
の
内
容
と
そ
の
他
の
事
情
が
踏
ま
え
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
そ
の
他
の
事
情
と
し
て
は
、
被
告
人
と

声
を
か
け
た
二
人
と
の
関
係
性
、
被
告
人
等
が
関
係
す
る
工
藤
会
の
性
質
（「
全
国
で
初
め
て
且
つ
唯
一
の
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
で
あ
る
こ
と
」
か
ら
裁

判
員
が
受
け
る
恐
怖
心
）、
及
び
本
件
Ⅱ
事
件
が
全
国
的
に
報
道
さ
れ
周
知
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
当
裁
判
所
の
判

断
（
第
一
刑
事
部
）
と
し
て
「
捜
査
関
係
資
料
な
ど
か
ら
認
め
ら
れ
る
声
か
け
事
件
の
内
容
、
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
す
と
、
今
後
本
件
被
告
事
件
を
裁

判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
で
取
り
扱
う
と
裁
判
員
候
補
者
又
は
裁
判
員
等
の
生
活
の
平
穏
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
裁
判
員
候
補
者
又
は
裁

判
員
等
が
畏
怖
し
、
裁
判
員
候
補
者
の
出
頭
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
な
る
と
認
め
ら
れ
、
又
は
裁
判
員
と
し
て
の
職
務
が
遂
行
で
き
ず
、
こ

れ
に
代
わ
る
裁
判
員
の
選
任
も
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
見
る
限
り
、
声
を
か
け
た
者
が
関
係
し
て
い
た
組
織
が
如
何
に
凶
悪
で
あ
る
か
を
詳
述
す
る
こ
と
で
、
裁
判
員
等
が
畏
怖
し
た
と
言
え
る
具

体
的
根
拠
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
事
件
が
全
国
的
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
事
件
の
影
響
力
も
示
さ
れ
て
い
る
。

五　

裁
判
員
制
度
の
意
義
と
合
憲
性

（
一
）　

背
景

で
は
次
に
、
裁
判
員
制
度
の
合
憲
判
決
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
の
意
義
を
確
認
す
る
。
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性
に
つ
い
て
、
制
度
実
施
以
来
い
く
つ
も



二
七
一

裁
判
員
の
解
任
規
定
と
対
象
事
件
の
除
外
規
定
に
関
す
る
研
究
（
𠮷
村
）

高
裁
で
争
わ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
違
憲
の
主
張
が
退
け
ら
れ
て
き
た（

（（
（

。
こ
う
し
た
司
法
参
加
を
巡
る
議
論
は
今
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
も

そ
も
憲
法
制
定
直
後
に
お
い
て
も
、
陪
審
制
と
参
審
制
を
念
頭
に
合
憲
説（

（（
（

と
違
憲
説（

（（
（

と
が
対
立
し
て
き
た
経
緯
も
あ
る
。
裁
判
員
制
度
導
入
の
提
言
後
も
、

同
制
度
を
合
憲
と
す
る
立
場（

（（
（

と
、
違
憲
と
す
る
立
場（

（（
（

と
が
対
立
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
様
相
の
中
で
、
平
成
二
三
年
に
最
高
裁
大
法
廷
判
決（

（（
（

が
全
員
一
致

で
示
し
た
裁
判
員
制
度
に
対
す
る
初
の
合
憲
判
決
は
、
裁
判
実
務
的
に
も
争
い
に
一
定
の
方
向
性
を
定
め
る
に
至
っ
た（

（（
（

。
そ
の
点
で
、
裁
判
員
制
度
の
存

在
を
法
的
に
安
定
さ
せ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
但
し
、
依
然
と
し
て
一
部
に
根
強
い
批
判
も
あ
る（

（（
（

。
な
お
そ
の
後
、
本
判
決
で
示
さ
れ
た
趣
旨
に
徴

し
て
平
成
二
四
年
の
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決（

（（
（

で
は
、
裁
判
員
に
よ
る
審
理
裁
判
を
受
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
被
告
人
に
選
択
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
違
憲
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
上
、
こ
の
程
度
の
言
及
に
と
ど
め
る
。

（
二
）　

平
成
二
三
年
最
高
裁
に
よ
る
合
憲
判
決
の
論
理

本
判
決
は
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
等
の
裁
判
員
裁
判
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
被
告
人
側
が
上
告
し
た
事
件
に
関
し
、
以
下
の
憲
法
違
反
の
主
張
に
関

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
最
高
裁
は
、「
憲
法
は
、
国
民
の
司
法
参
加
を
許
容
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
、
裁
判
員
法
に
所
論
の
憲
法
違
反
は
な

い
」
と
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

被
告
人
の
上
告
趣
意
の
所
論
は
、
次
の
内
容
で
あ
る
。
所
論
①
憲
法
に
は
「
国
民
の
司
法
参
加
」
の
規
定
は
な
く
、
憲
法
八
〇
条
一
項
は
下
級
裁
判
所

が
裁
判
官
の
み
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
と
解
さ
れ
る
た
め
、「
裁
判
員
制
度
」
は
憲
法
三
二
条
、
三
七
条
一
項
、
七
六
条
一
項
、
及
び

三
一
条
に
違
反
す
る
。
所
論
②
裁
判
官
は
裁
判
員
の
判
断
に
影
響
・
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
憲
法
七
六
条
三
項
に
違
反
す
る
。
所
論
③
裁
判
員

が
参
加
す
る
裁
判
体
は
憲
法
七
六
条
二
項
に
よ
り
設
置
が
禁
止
さ
れ
る
特
別
裁
判
所
に
該
当
す
る
。
及
び
所
論
④
裁
判
員
と
な
る
国
民
に
憲
法
上
根
拠
の

な
い
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
り
、「
意
に
反
す
る
苦
役
」
に
服
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
た
憲
法
一
八
条
に
違
反
す
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
、
本
判
決
が
示
し
た
論
理
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
最
高
裁
は
ま
ず
、「
国
民
の
司
法
参
加
が
一
般
に
憲
法
上
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か

否
か
」
に
つ
い
て
、
現
行
憲
法
に
国
民
の
司
法
参
加
を
認
め
る
旨
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
認
め
な
が
ら
も
、「
こ
の
こ
と
が
直
ち
に
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二

国
民
の
司
法
参
加
の
禁
止
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
国
民
の
司
法
参
加
が
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
を
「
憲
法

が
採
用
す
る
統
治
の
基
本
原
理
や
刑
事
裁
判
の
諸
原
則
、
憲
法
制
定
当
時
の
歴
史
的
状
況
を
含
め
た
憲
法
制
定
の
経
緯
及
び
憲
法
の
関
連
規
定
の
文
理
を

総
合
的
に
検
討
し
て
判
断
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
示
し
た
。
そ
の
判
断
内
容
と
し
て
は
、
近
代
民
主
主
義
国
家
の
基
本
的
人
権
の
保
障
を
規
定
し
た
憲
法

で
は
、
憲
法
三
一
条
か
ら
三
九
条
に
お
い
て
「
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
」
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
歴
史
を
通
じ
て
確
立
さ
れ

て
き
た
普
遍
的
原
理
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
諸
原
理
を
遵
守
す
る
た
め
に
「
高
度
の
法
的
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。

こ
う
し
た
諸
原
則
の
存
在
と
、
憲
法
が
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
と
身
分
保
障
の
規
定
を
三
権
分
立
の
原
則
の
下
に
置
い
て
い
る
こ
と
を
総
合
判
断
に

挙
げ
て
、
憲
法
は
、
刑
事
裁
判
の
「
基
本
的
な
担
い
手
」
と
し
て
「
裁
判
官
を
想
定
し
て
い
る
」
と
判
断
し
た
。
他
方
で
、
欧
米
諸
国
に
も
目
を
向
け
歴

史
的
・
国
際
的
視
点
か
ら
民
主
主
義
の
発
展
に
伴
い
「
国
民
が
直
接
司
法
に
参
加
す
る
こ
と
」
に
よ
り
、
裁
判
の
「
正
統
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
流
れ
」

が
広
が
り
、
陪
審
制
や
参
審
制
が
採
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
日
本
で
も
停
止
中
と
は
言
え
陪
審
制
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
憲
法
制
定
に
際
し
刑
事

裁
判
に
関
す
る
諸
規
定
が
米
国
の
司
法
を
念
頭
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
こ
と
等
、
憲
法
制
定
過
程
を
検
討
し
、
陪
審
制
又
は
参
審
制
を
有
す
る
欧
米
諸
国

の
経
験
に
照
ら
し
て
「
刑
事
裁
判
に
国
民
が
参
加
し
て
民
主
的
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
、
憲
法
の
定
め
る
人
権
の
保
障
を
全
う
し
つ
つ
、
証
拠
に
基

づ
い
て
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
個
人
の
権
利
と
社
会
の
秩
序
を
確
保
す
る
と
い
う
刑
事
裁
判
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
と
は
、
決
し
て
相
い
れ
な
い
も
の
で

は
な
く
」
と
述
べ
た
上
で
、「
国
民
の
司
法
参
加
と
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
と
は
、
十
分
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
憲
法

上
国
民
の
司
法
参
加
が
お
よ
そ
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
理
由
は
な
く
、
国
民
の
司
法
参
加
に
係
る
制
度
の
合
憲
性
は
、
具
体
的
に
設
け
ら
れ
た
制

度
が
、
適
正
な
刑
事
裁
判
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
原
則
に
抵
触
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
憲
法
は
、
一
般

に
は
国
民
の
司
法
参
加
を
許
容
し
て
お
り
、
こ
れ
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
上
記
の
諸
原
則
が
確
保
さ
れ
て
い
る
限
り
、
陪
審
制
と
す
る
か
参
審
制
と
す

る
か
を
含
め
、
そ
の
内
容
を
立
法
政
策
に
委
ね
て
い
る
と
解
さ
れ
る
」
と
判
示
し
た
。

そ
の
上
で
所
論
①
に
関
し
て
は
、
裁
判
員
の
選
任
手
続
か
ら
評
議
・
評
決
手
続
ま
で
の
規
定
、
さ
ら
に
は
裁
判
員
に
対
す
る
請
託
・
威
迫
等
に
は
「
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
」
さ
れ
て
い
る
（
裁
判
員
法
一
〇
六
条
・
一
〇
七
条
）
こ
と
も
挙
げ
た
上
で
、「
裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
を
扱
う
裁
判
体
」
は
「
独
立
し
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て
職
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
た
裁
判
官
」
と
「
公
平
性
・
中
立
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
手
続
の
下
に
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
」
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
よ
う
な
裁
判
員
制
度
の
仕
組
み
を
考
慮
し
た
上
で
、「
公
平
な
『
裁
判
所
』
に
お
け
る
法
と
証

拠
に
基
づ
く
適
正
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
（
憲
法
三
一
条
、
三
二
条
、
三
七
条
一
項
）
は
制
度
的
に
十
分
保
障
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
論
理
で
、
所
論

①
に
は
理
由
が
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
裁
判
員
へ
の
請
託
・
威
迫
に
つ
い
て
も
、
公
正
性
・
中
立
性
を
確
保
す
る
た

め
の
仕
組
み
で
あ
る
と
理
由
づ
け
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
所
論
②
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
憲
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
に
、「
憲
法
に
適
合
す
る
法

律
に
拘
束
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
七
六
条
三
項
に
も
違
反
し
な
い
と
判
断
し
た
。
続
け
て
所
論
③
に
つ
い
て
も
、
裁
判
員
の
裁
判
体
が
「
地
方

裁
判
所
に
属
す
る
」
こ
と
と
、「
控
訴
」
及
び
「
上
告
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
裁
判
員
の
加
わ
っ
た
裁
判
体
は
「
特
別
裁
判
所
に
当
た
ら
な
い
」
と

判
断
し
た
。
そ
し
て
所
論
④
に
つ
い
て
、「
裁
判
員
の
職
務
」
等
は
、「
参
政
権
と
同
様
の
権
限
を
付
与
す
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
及
び
裁
判
員
法
一
六

条
等
は
、「
国
民
の
負
担
を
過
重
に
し
な
い
と
い
う
観
点
」
か
ら
、「
事
態
に
関
し
柔
軟
な
制
度
を
設
け
て
い
る
」
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
裁
判

員
の
職
務
等
は
憲
法
一
八
条
後
段
が
禁
ず
る
「
苦
役
」
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
判
決
は
最
後
に
裁
判
員
制
度
の
目
的
に
つ
い
て

「
司
法
の
国
民
的
基
盤
の
強
化
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
国
民
の
視
点
や
感
覚
と
法
曹
の
専
門
性
と
が
常
に
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
の
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
刑
事
裁
判
の
実
現
を
目
指
す
も
の
」
と
述
べ
て
、
大
法
廷
と
し
て
の
見
解
を
判
示
し
て
い
る
。

（
三
）　

平
成
二
三
年
合
憲
判
決
へ
の
評
価
と
検
討

本
判
決
に
対
し
て
は
、
裁
判
員
法
の
合
憲
性
を
明
確
に
判
示
し
、
裁
判
員
制
度
の
積
極
的
意
義
と
期
待
を
示
し
た
と
評
価
す
る
見
方（

（（
（

や
、
国
民
の
司
法

参
加
を
国
民
主
権
原
理
か
ら
正
当
化
し
た
と
評
価
す
る
見
方（

（（
（

が
散
見
さ
れ
る
。
一
方
で
、
裁
判
員
制
度
が
適
正
・
公
正
な
刑
事
裁
判
を
阻
害
す
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
消
極
的
判
断
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る（

（（
（

。
と
り
わ
け
こ
こ
で
は
、「
裁
判
員
制
度
の
意
義
」
と
い
う
視
点
と
、
第
二
に
裁
判
員

の
職
務
を
憲
法
一
八
条
の
「
苦
役
」
に
当
た
ら
な
い
と
し
た
視
点
に
着
眼
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
に
、
裁
判
員
制
度
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
制
度
を
含
め
刑
事
裁
判
に
市
民
が
参
加
す
る
制
度
に
は
、
民
主
主
義
的
意
義
と
自
由
主
義
的
意
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義
の
両
面
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
る（

（（
（

。
但
し
、裁
判
員
制
度
は
民
主
主
義
原
理
の
み
に
よ
り
正
当
化
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の
本
質
的
な
機
能
は
被
疑
者
・

被
告
人
の
人
権
保
障
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
本
判
決
に
対
し
て
は
、
裁
判
員
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
不
明
瞭
で
あ
っ
た
民

主
主
義
的
意
義
を
認
め
た
点
自
体
で
は
一
定
の
評
価
は
さ
れ
て
い
る
が
、
刑
事
裁
判
の
本
質
的
機
能
は
被
疑
者
・
被
告
人
の
人
権
保
障
に
あ
る
の
で
あ
り
、

自
由
主
義
的
意
義
を
明
確
化
し
て
い
な
い
点
で
説
得
力
に
欠
け
る
と
い
う
批
評
が
あ
る（

（（
（

。
こ
の
点
、
裁
判
員
法
一
条
に
い
う
司
法
に
対
す
る
理
解
の
増
進

や
信
頼
の
向
上
は
、
国
民
が
裁
判
手
続
に
参
加
す
れ
ば
自
動
的
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
冤
罪
の
防
止
・
救
済
と
い
っ
た
人
権
保
障
機
能
が
な
け

れ
ば
裁
判
員
制
度
の
正
統
性
は
確
固
と
し
た
も
の
に
は
な
ら
な
い
の
で（

（（
（

、
本
判
決
は
自
由
主
義
的
意
義
を
明
確
に
強
調
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

な
お
、
司
法
に
関
し
て
は
多
数
者
の
意
思
・
圧
力
に
よ
っ
て
少
数
者
の
自
由
が
害
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
「
民
主
司
法
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
根
拠
と

し
て
「『
司
法
の
民
主
化
』
と
は
、
司
法
に
お
け
る
自
由
主
義
原
理
の
貫
徹
を
意
味
す
る
」
べ
き
と
い
う
主
張
も
見
ら
れ
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
柳
瀬
昇
氏
は
現
行

裁
判
員
制
度
の
立
法
過
程
を
分
析（

（（
（

し
て
、
裁
判
員
の
意
義
は
「
司
法
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
と
そ
の
信
頼
の
向
上
に
あ
る
」
と
し
、「
民
主
主
義
原

理
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
民
主
主
義
原
理
に
基
づ
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
は
、
司
法
と
民
主
主
義
と
の
接
着
に
懐

疑
的
な
立
場
と
言
え
よ
う
。
一
方
で
、
市
民
参
加
（
民
主
主
義
）
と
無
辜
の
不
処
罰
（
自
由
主
義
）
と
を
対
立
的
に
捉
え
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
、
裁
判

員
制
度
に
よ
り
「
裁
判
内
容
に
国
民
の
健
全
な
常
識
が
反
映
さ
れ
」、
官
僚
司
法
か
ら
の
脱
却
に
よ
る
無
辜
の
不
処
罰
の
実
現
が
実
質
化
さ
れ
得
る
と
主
張

す
る
見
解
や（

（（
（

、
裁
判
へ
の
市
民
参
加
を
「
裁
判
の
権
力
性
へ
の
一
つ
の
対
抗
原
理
」
と
し
て
捉
え
、
裁
判
員
制
度
に
は
「
市
民
参
加
に
よ
る
裁
判
の
民
主

化
」
と
い
う
意
義
が
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る（

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
裁
判
員
制
度
の
意
義
を
巡
り
議
論
が
興
隆
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
本
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
国
民
主
権
原
理
か
ら
国
民
の
司
法

参
加
を
正
当
化
す
る
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。但
し
、前
述
し
た
よ
う
に
本
来
は
自
由
主
義
的
意
義
が
本
質
で
あ
る
べ
き
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、

少
な
く
と
も
自
由
主
義
的
意
義
に
寄
与
す
る
観
点
か
ら
で
あ
れ
ば
、
民
主
主
義
的
意
義
は
正
当
化
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
に
よ
る

司
法
参
加
の
意
義
は
、「
参
加
」
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
参
加
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
適
正
手
続
や
人
権
の
保
障
と
い
う
帰
結
に
あ
る
と
言
え
よ
う（

（（
（

。

第
二
に
、
裁
判
員
の
職
務
等
が
憲
法
一
八
条
の
「
苦
役
」
に
該
当
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
本
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
は
、
当
該
該
当
性
を
否
定
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し
た
が
、「
辞
退
の
理
由
」
を
あ
ま
り
に
厳
格
に
限
定
す
る
制
度
で
あ
れ
ば
、
憲
法
一
八
条
違
反
と
し
て
違
憲
の
疑
い
が
生
じ
る
と
解
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
確
か

に
「
意
に
反
す
る
苦
役
」
と
は
本
人
の
意
に
反
し
て
強
制
さ
れ
る
労
務
と
解
さ
れ
る
の
で
、
裁
判
員
と
し
て
出
頭
し
職
務
を
果
た
す
こ
と
は
「
苦
役
」
に

該
当
し
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
件
声
か
け
威
迫
事
件
の
よ
う
に
身
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
危
険
性
の
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、
受
訴
裁

判
所
が
裁
判
員
等
か
ら
の
辞
任
の
申
立
て
に
対
し
、解
任
決
定
を
す
る
に
当
た
り
、「
そ
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」（
裁
判
員
法
四
四
条
）の
要
件
判
断
、

又
は
除
外
規
定
（
同
法
三
条
）
の
判
断
を
過
度
に
厳
格
化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
問
題
も
あ
る
。
従
っ
て
裁
判
員
等
か
ら
の
辞
任
の
申
立
て
に
対
す
る
解

任
決
定
が
適
正
な
範
囲
で
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
合
憲
性
の
前
提
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六　

裁
判
員
制
度
に
内
在
す
る
リ
ス
ク

前
述
の
よ
う
に
裁
判
員
法
一
条
が
「
司
法
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
と
そ
の
信
頼
の
向
上
」
を
掲
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
三
年
に

最
高
裁
が
実
施
・
公
表
し
た
裁
判
員
制
度
に
対
す
る
国
民
意
識
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
結
果
が
表
れ
て
い
る（

（（
（

。

「
裁
判
や
司
法
へ
の
関
心
」
に
関
す
る
質
問
で
は
、
裁
判
員
裁
判
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
裁
判
や
司
法
へ
興
味
や
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
回
答
し
た

人
の
割
合
は
、
二
〇
〇
九
年
度
調
査
の
四
三
・
四
％
に
比
べ
二
〇
一
三
年
に
は
三
七
・
四
％
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、「
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加

し
た
い
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
参
加
に
肯
定
的
な
回
答
が
一
割
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、「
裁
判
に
参
加
す
る
場
合
の
心
配
や
支
障
と

な
る
も
の
」（
複
数
回
答
）
を
尋
ね
る
質
問
に
対
し
て
は
、
五
割
近
い
人
が
「
被
告
人
や
そ
の
関
係
者
か
ら
の
逆
恨
み
等
に
よ
り
、
身
の
安
全
が
脅
か
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
」
と
い
う
回
答
を
挙
げ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
国
民
一
般
の
意
識
調
査
で
は
裁
判
員
制
度
に
消
極
的
な
印
象
を
抱
い
て

い
る
こ
と
と
、
身
の
安
全
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
結
果
が
表
れ
て
い
る
。

一
方
で
近
年
裁
判
員
制
度
を
巡
っ
て
は
、
裁
判
員
や
裁
判
員
候
補
者
等
が
抱
え
る
事
情
も
露
呈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
裁
判
員
の
精
神
的
負
担
の
問
題（

（（
（

、

選
任
手
続
で
裁
判
員
候
補
者
の
無
断
欠
席
の
割
合
が
四
割
を
超
え
た
こ
と（

（（
（

、
辞
退
率
が
上
昇
し
て
い
る
懸
念（

（（
（

も
あ
る
。
と
り
わ
け
辞
退
率
に
関
し
て
最
高
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裁
が
公
表
し
て
い
る
資
料
に
よ
れ
ば
、辞
退
が
認
め
ら
れ
た
裁
判
員
候
補
者
の
辞
退
率
も
二
〇
〇
九
年
に
は
五
三
・
一
％
で
あ
っ
た
の
が
、二
〇
一
六
年
（
六

月
末
速
報
値
）
に
は
六
四
・
三
％
で
あ
り
、
上
昇
傾
向
に
あ
る（

（（
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
辞
退
の
判
断
が
柔
軟
に
行
わ
れ
て
き
た
事
情
も
あ
る
が（

（（
（

、
こ
の
ま
ま
辞

退
率
の
上
昇
傾
向
が
続
け
ば
、
国
民
の
印
象
は
悪
化
し
裁
判
員
制
度
の
正
当
性
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。

確
か
に
、
と
り
わ
け
辞
退
政
令
の
六
号
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
裁
判
所
が
柔
軟
に
判
断
し
て
き
た
こ
と
を
好
意
的
に
評
価
す
る
指
摘
も
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、

弁
護
士
の
五
十
嵐
二
葉
氏
は
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
様
々
な
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、「
裁
き
た
い
者
が
裁
く
」
と
い
う
傾
向
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
一
方
で
社

会
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
て
ま
で
も
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
嫌
う
国
民
意
識
が
表
れ
て
い
る
と
危
惧
す
る（

（（
（

。

仮
に
今
回
の
声
か
け
事
件
が
希
有
の
事
案
で
あ
る
に
せ
よ
、こ
う
し
た
国
民
意
識
の
実
態
が
あ
る
状
況
下
で
、裁
判
員
の
辞
任
の
申
立
て
に
よ
る
解
任
や
、

除
外
決
定
の
運
用
方
向
を
間
違
え
れ
ば
、
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
を
形
骸
化
さ
せ
る
事
態
に
も
な
り
か
ね
ず
、
運
用
を
的
確
・
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

七　

結　
　
　

語

本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
裁
判
員
制
度
を
巡
る
状
況
は
期
待
と
懸
念
が
混
在
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
立
法
時
の
議
論
を
見
る
限
り
、

裁
判
員
制
度
は
威
迫
事
件
等
の
発
生
を
想
定
し
て
除
外
規
定
を
設
け
る
に
至
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
裁
判
員
候
補
者
等
の
辞
退
率
上
昇
や
国
民
の
意
識

低
下
が
生
じ
る
状
態
下
で
、
裁
判
員
の
辞
任
申
立
て
に
よ
る
解
任
や
除
外
決
定
の
運
用
を
誤
れ
ば
、
国
民
の
印
象
を
一
層
悪
化
さ
せ
か
ね
な
い
。
確
か
に

今
回
の
声
か
け
事
件
に
対
す
る
一
連
の
対
応
と
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
裁
判
所
、
当
事
者
、
捜
査
機
関
共
に
現
行
法
の
枠
組
み
を
有
機
的
に
活
用
し

迅
速
に
対
処
で
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
例
外
規
定
の
運
用
は
慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
除
外
規
定
を
巡
っ
て
は
そ
の
在
り
方
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
立
法
時
に
あ
く
ま
で
例
外
規
定
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
濫
用
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
積
極
的
な

適
用
に
は
裁
判
員
制
度
の
意
義
が
薄
れ
か
ね
な
い
側
面
を
持
つ
。
ま
た
、
合
憲
判
決
の
分
析
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
除
外
規
定
の
判
断
基
準
を
厳
格
化
す

れ
ば
、
憲
法
一
八
条
の
「
苦
役
」
に
該
当
す
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
反
面
、
除
外
規
定
の
判
断
基
準
の
適
用
を
緩
や
か
に
適
用
し
続
け
れ
ば
、
裁
判
員
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す
る
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究
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村
）

制
度
へ
の
国
民
の
信
頼
感
を
低
下
さ
せ
か
ね
な
い
。
前
述
の
除
外
請
求
及
び
決
定
の
解
析
で
は
、
裁
判
員
法
三
条
の
要
件
へ
の
当
て
は
め
が
、
比
較
的
厳

格
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
除
外
決
定
に
関
し
て
聴
取
し
た
統
計
か
ら
は
、
決
定
が
下
さ
れ
た
全
て
の
事
案
が
福
岡
県
の
み
で
あ
り
、

社
会
的
背
景
（
暴
力
団
の
凶
暴
性
等
）
も
除
外
規
定
の
運
用
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
最
後
に
各
視
点
か
ら
、
内
在
的
価
値
を
整
理
し
て
、
運
用
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
。
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
は
「
裁
判
員
の
負
担
軽

減
」
と
「
被
告
人
の
適
正
手
続
保
障
」
と
が
対
立
す
る
側
面
が
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
よ
う
に（

（（
（

、
裁
判
員
制
度
に
内
在
し
て
い
る
価
値
に
は
複
雑
な
対

立
点
と
共
通
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
裁
判
員
制
度
を
巡
る
特
徴
を
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
①
「
国
民
主
権
の
民
主
主
義

的
意
義
・
裁
判
員
制
度
の
安
定
性
」（
民
主
主
義
的
価
値
）、
②
「
被
告
人
の
自
由
主
義
的
意
義
・
公
正
な
裁
判
」（
自
由
主
義
的
価
値
）、
及
び
③
「
裁
判

員
の
安
全
」（
国
民
の
自
由
権
的
価
値
）
と
い
う
三
要
素
が
相
互
関
係
を
持
つ
三
極
構
造
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
除
外
決
定
の
運
用

に
当
て
は
め
れ
ば
、
除
外
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
は
③
に
寄
与
す
る
一
方
で
、
裁
判
員
が
関
与
し
な
い
点
で
①
の
価
値
に
反
し
、
ま
た
②
の
価
値
と
の
共

通
面
と
し
て
は
被
告
人
に
有
利
な
側
面
を
持
つ
場
合
も
あ
り
得
よ
う（

（（
（

。
他
方
で
、
除
外
を
消
極
的
に
運
用
す
れ
ば
、
裁
判
員
裁
判
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
上
記
①
の
価
値
に
は
馴
染
む
の
に
加
え
、
裁
判
員
裁
判
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
被
告
人
に
と
っ
て
は
望
ま
し
く
上
記
②
の
価
値
に
も
馴
染
む
が
、

一
方
で
裁
判
員
の
安
全
性
が
脅
か
さ
れ
る
た
め
上
記
③
の
価
値
に
反
す
る
側
面
を
持
つ
。
な
お
、
こ
の
三
極
構
造
は
上
記
②
の
価
値
に
関
し
て
は
被
告
人

の
裁
判
員
制
度
を
受
け
る
選
択
権
と
の
関
係
性（

（（
（

も
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
最
高
裁
合
憲
判
決
が
示
し
た
「
国
民
の
視
点
や
感
覚
と
法
曹
の
専
門
性

と
が
常
に
交
流
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
上
記
③
の
価
値
を
優
先
す
る
こ
と
で
、
上
記
①
及
び
②
に
も
対
立
す
る
側
面
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
被
告
人
が
特
定
危
険
指
定
暴
力
団
の
場
合
だ
け
対
象
か
ら
除
外
す
る
策
に
関
し
て
は
、
理
論
的
に
妥
当
で
な
い
と
考
え
る
。

裁
判
員
制
度
が
真
に
国
民
の
期
待
に
応
え
る
制
度
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
も
、
裁
判
所
は
各
価
値
の
優
先
順
位
と
バ
ラ
ン
ス
を
適
宜
見
極
め
な
が
ら
、

除
外
決
定
の
判
断
を
慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
1
）
西
野
喜
一
著
『
裁
判
員
制
度
の
正
体
』
講
談
社
現
代
新
書
（
二
〇
〇
七
年
）
等
。

（
2
）
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
（http://w

w
w

.saibanin.courts.go.jp/vcm
s_lf/hyousi_honbun.pdf

）（
二
〇
一
六
年
九
月
四
日
確
認
済
）
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（
3
）
「『
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
検
討
会
』
取
り
ま
と
め
報
告
書
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
八
四
頁
。

（
4
）
改
正
点
は
、
公
判
が
長
期
に
な
る
事
件
に
つ
い
て
裁
判
員
の
除
外
規
定
と
、
被
害
者
保
護
等
で
あ
っ
た
。
本
改
正
に
つ
い
て
は
、
椎
橋
隆
幸
「
裁
判
員
裁
判
の
現
状

と
課
題
─
施
行
5
年
の
総
括
」
安
廣
文
夫
編
著
『
裁
判
員
裁
判
時
代
の
刑
事
裁
判
』
成
文
堂
（
二
〇
一
五
年
）
四
四
頁
以
下
が
肯
定
的
な
評
価
を
し
て
い
る
。

（
5
）
例
え
ば
、但
木
敬
一
「
裁
判
員
裁
判
合
憲
判
決
の
歴
史
的
意
義
（
裁
判
員
制
度
3
年
に
寄
せ
て
：
各
界
か
ら
の
意
見
集
）」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
（
二
〇
一
二
年
）
九
八
頁
。

（
6
）
浅
田
和
茂
「
裁
判
員
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
浅
田
和
茂
ほ
か
編
『
村
井
敏
邦
先
生
古
稀
記
念
論
文
集 

人
権
の
刑
事
法
学
』
日
本
評
論
社
（
二
〇
一
一
年
）、
及
び

五
十
嵐
二
葉
著
『
こ
う
直
さ
な
け
れ
ば
裁
判
員
制
度
は
空
洞
に
な
る
』
現
代
人
文
社
（
二
〇
一
六
年
）
等
。

（
7
）
椎
橋
隆
幸
著
『
刑
事
訴
訟
法
の
理
論
的
展
開
』
信
山
社
（
二
〇
一
〇
年
）
二
八
〇
頁
。

（
8
）
例
え
ば
、
同
二
八
一
頁
、
椎
橋
隆
幸
「
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
国
民
に
関
す
る
諸
問
題
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
〇
一
二
年
）
九
二
頁
、
及
び
前
掲
書
注（
4
）（
安

廣
編
著
二
〇
一
五
年
）・
椎
橋
二
七
頁
。

（
9
）
鯰
越
溢
弘
著
『
裁
判
員
制
度
と
国
民
の
司
法
参
加
（
刑
事
司
法
の
大
転
換
へ
の
道
）』
現
代
人
文
社
（
二
〇
〇
四
年
）
一
一
六
頁
、
後
藤
昭
「
裁
判
員
制
度
と
弁
護
人

へ
の
期
待
」
日
本
弁
護
士
連
合
会
編
『
裁
判
員
制
度
に
お
け
る
弁
護
活
動
』
日
本
評
論
社
（
二
〇
〇
九
年
）
六
～
七
頁
、
後
藤
昭
「
刑
事
司
法
に
お
け
る
裁
判
員
制
度

の
機
能
」
後
藤
昭
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
の
刑
事
司
法
参
加
』
国
際
書
院
（
二
〇
一
〇
年
）
九
五
頁
以
下
、
及
び
葛
野
尋
之
著
『
刑
事
司
法
改
革
と
刑
事
弁
護
』

現
代
人
文
社
（
二
〇
一
六
年
）
五
～
六
頁
。

（
10
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
）
一
面
「
裁
判
員
声
か
け
元
組
員
ら
逮
捕　

福
岡
県
警　

威
迫
容
疑
」
等
。

（
11
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
七
月
六
日
（
夕
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
六
面
「
暴
力
団
幹
部
公
判
で
声
か
け　

裁
判
員
裁
判　

除
外
請
求
」、
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年

七
月
七
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
七
面
「
裁
判
員
声
か
け
起
訴
へ　

福
岡
地
検
支
部　

元
組
員
ら
、
威
迫
罪
」。

（
12
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
九
日
（
朝
刊
・
西
部
本
社
発
行
・
社
会
）
三
三
面
「
元
組
員
ら
声
か
け
認
め
る　

裁
判
員
、
補
充
で
も
足
り
ず　

組
幹
部
公
判
」。

（
13
）
例
え
ば
、
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
九
日
（
朝
刊
・
西
部
本
社
発
行
・
社
会
）
三
三
面
「
元
組
員
ら
声
か
け
認
め
る　

裁
判
員
、
補
充
で
も
足
り
ず　

組
幹
部
公
判
」

に
よ
れ
ば
、二
〇
一
四
年
に
水
戸
地
裁
で
は
放
火
の
罪
の
裁
判
で
補
充
を
含
む
裁
判
員
全
員
が
体
調
不
良
を
理
由
と
し
て
辞
任
を
申
し
立
て
、全
員
が
解
任
さ
れ
た
た
め
、

裁
判
員
を
再
選
任
し
起
訴
状
朗
読
か
ら
審
理
を
再
開
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
一
一
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
〇
面
「
裁
判
員
に
声　

東
京
で
も　

法
廷
外
で
『
被
告
か
わ
い
そ
う
』」。

（
15
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
）
一
面
「
裁
判
員
声
か
け
元
組
員
ら
逮
捕　

福
岡
県
警　

威
迫
容
疑
」、
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
七
月

六
日
（
夕
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
六
面
「
暴
力
団
幹
部
公
判
で
声
か
け　

裁
判
員
裁
判　

除
外
請
求
へ　

地
検
小
倉
支
部
」。

（
16
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
五
面
「
見
た
目
・
言
動
『
畏
怖
と
判
断
』
福
岡
県
警
裁
判
員
声
か
け　

初
の
立
件
」。

（
17
）
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
六
年
七
月
一
日
（
朝
刊
・
西
部
本
社
発
行
・
社
会
）
一
七
面
「
工
藤
会
巡
る
事
件　

裁
判
員
裁
判　

対
象
外
に
」。
な
お
同
紙
に
よ
る
と
、
被

告
人
二
人
が
、
別
の
組
幹
部
と
共
謀
し
二
〇
〇
九
年
九
月
に
福
岡
県
中
間
市
で
組
幹
部
を
拳
銃
で
殺
害
し
た
と
さ
れ
る
審
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
除
外
決
定
理
由
は
「
組
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織
に
大
き
く
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
判
決
内
容
に
よ
っ
て
は
構
成
員
が
裁
判
員
の
生
命
に
危
害
を
加
え
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。

（
18
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
三
月
一
九
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
七
面
「
裁
判
員
裁
判
の
除
外
請
求
却
下　

埼
玉
、
組
幹
部
射
殺
事
件
」。
同
紙
に
よ
れ
ば

検
察
側
の
除
外
請
求
が
退
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
事
案
が
初
め
て
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
五
面
「
見
た
目
・
言
動
『
畏
怖
と
判
断
』
福
岡
県
警
裁
判
員
声
か
け　

初
の
立
件
」。

（
20
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
二
一
日
（
朝
刊
・
西
部
本
社
発
行
・
社
会
）
三
〇
面
「
地
裁
小
倉
支
部
、
裁
判
員
を
送
迎
開
始　

組
幹
部
裁
判
巡
る
声
か
け
」。

（
21
）
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
九
面
「
裁
判
員
声
か
け　

元
組
員
ら
逮
捕　

福
岡
県
警　

威
迫
容
疑
を
初
適
用
」。

（
22
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
七
月
六
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
七
面
「
裁
判
員
威
迫
防
止　

全
国
に
対
策
要
請　

最
高
裁
通
知
」。

（
23
）
読
売
新
聞
二
〇
一
六
年
七
月
九
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
四
面
「
工
藤
会
系
声
か
け
公
判　

裁
判
員
の
除
外
を
請
求　

地
検
小
倉
支
部
」。

（
24
）
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
六
年
七
月
一
二
日
（
夕
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
一
五
面
「
裁
判
員
裁
判
除
外　

弁
護
側
も
同
意　

地
裁
小
倉
支
部
声
か
け
」。

（
25
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
七
月
一
四
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
八
面
「
組
員
声
か
け
受
け　

裁
判
員
除
外
決
定　

福
岡
地
裁
支
部
」。

（
26
）
本
判
決
で
は
傷
害
罪
に
と
ど
ま
る
と
し
て
懲
役
二
年
八
月
（
求
刑
懲
役
八
年
）
等
が
言
渡
さ
れ
た
。

（
27
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
五
面
「
見
た
目
・
言
動
『
畏
怖
と
判
断
』
福
岡
県
警
裁
判
員
声
か
け　

初
の
立
件
」。

（
28
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
九
月
一
七
日
（
朝
刊
・
西
部
本
社
発
行
・
社
会
）
三
六
面
「
裁
判
員
へ
の
威
迫
─
否
認　

声
か
け
初
公
判
で
元
工
藤
会
系
組
員　

別
の
被
告

は
認
め
る
」。

（
29
）
筆
者
は
、福
岡
地
裁
に
て
Ⅱ
事
件
の
両
被
告
人
の
審
理
を
二
〇
一
六
年
九
月
一
五
日（
冒
頭
手
続
）、及
び
一
一
月
二
日（
論
告
・
弁
論
手
続
）に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
30
）
池
田
修
『
解
説
裁
判
員
法
（
第
2
版
）
立
法
の
経
緯
と
課
題
』
弘
文
堂
（
二
〇
〇
九
年
）
一
六
三
頁
。

（
31
）
同
・
池
田
一
六
四
頁
。

（
32
）
同
・
池
田
一
六
六
頁
。

（
33
）
市
川
正
人
「
国
民
参
加
と
裁
判
員
制
度
」
法
律
時
報
七
六
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
四
年
）
四
三
頁
。

（
34
）
前
掲
書（
注（
30
）））・
池
田
一
五
八
頁
。

（
35
）
辞
退
政
令
は
平
成
二
〇
年
一
月
一
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
月
一
七
日
に
公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
辞
退
政
令
に
関
し
て
詳
細
な
解
説
を
す
る
も
の
と
し
て
、

馬
場
嘉
郎
「
裁
判
員
の
辞
任
事
由
に
関
す
る
政
令
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六
一
巻
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
五
一
頁
が
あ
る
。
同
五
六
頁
に
よ
れ
ば
、
本
号
は
個
別
の
裁
判
員

候
補
者
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
、
裁
判
員
法
一
六
条
八
号
及
び
辞
退
政
令
一
号
か
ら
五
号
ま
で
に
列
挙
さ
れ
た
類
型
と
同
程
度
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
個
別
に
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
っ
て
、
辞
任
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
36
）
裁
判
員
法
四
四
条
の
根
拠
と
な
る
同
法
一
六
条
八
号
と
の
関
係
で
、大
城
聡
＝
牧
野
茂「
裁
判
員
の
義
務・負
担
」刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
九
号（
二
〇
一
四
年
）三
二
頁
。

（
37
）
前
掲
書（
注（
30
）））・
池
田
一
二
～
一
三
頁
。
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（
38
）
西
野
喜
一
「
裁
判
員
の
解
任
」
判
例
時
報
二
二
二
七
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
〇
頁
。
な
お
、
同
書
に
よ
れ
ば
、「
や
る
気
を
失
っ
た
裁
判
員
を
そ
の
ま
ま
強
制
的
に
裁

判
に
関
与
さ
せ
て
も
所
詮
ま
と
も
な
審
理
、
判
決
に
な
る
は
ず
が
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
39
）
但
し
、
延
べ
人
数
で
あ
る
た
め
、
同
一
の
裁
判
員
を
複
数
で
計
上
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
仮
に
被
告
人
が
二
名
の
場
合
は
一
人
の
裁
判
員
が
解
任
さ
れ

て
も
裁
判
員
二
名
分
で
解
任
件
数
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
40
）
前
掲
書（
注（
30
）））・
池
田
五
六
～
五
九
頁
、
及
び
九
八
頁
。

（
41
）
司
法
制
度
改
革
審
議
会
（
二
〇
〇
一
年
一
月
三
〇
日
開
催
）
第
四
五
回
議
事
録
：
水
原
敏
博
委
員
発
言
（http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/sihouseido/
dai45/45gijiroku.htm

l

）（
二
〇
一
六
年
九
月
四
日
確
認
済
）。

（
42
）
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
「
Ⅳ　

国
民
的
基
盤
の
確
立
」（http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/sihouseido/report/ikensho/pdfs/iken-4.pdf

）（
二
〇
一
六

年
九
月
四
日
確
認
済
）
一
〇
六
頁
。

（
43
）
内
田
亜
也
子
「
裁
判
員
裁
判
の
対
象
事
件
に
関
す
る
一
考
察
：
複
雑
困
難
事
件
、少
年
逆
送
事
件
、性
犯
罪
事
件
の
議
論
を
中
心
に
」
立
法
と
調
査
二
九
八
号
（
二
〇
〇
九

年
）
八
～
九
頁
、
及
び
前
掲
書（
注（
30
）））・
池
田
一
四
頁
。

（
44
）
第
一
五
九
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
（
二
〇
〇
四
年
四
月
一
四
日
開
催
）
会
議
録
第
一
四
号
（http://kokkai.ndl.go.jp/SEN

T
A

K
U

/syugiin/159/0004/15
904140004014c.htm

l

）（
二
〇
一
六
年
九
月
四
日
確
認
済
）。

（
45
）
前
掲
書（
注（
30
）））・
池
田
一
三
～
一
四
頁
。

（
46
）
辻
裕
教
「『
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
』
の
解
説
（
一
）」
法
曹
時
報
五
九
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
八
一
頁
参
照
。

（
47
）
前
掲
書（
注（
30
）））・
池
田
一
三
頁
。

（
48
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
七
月
二
〇
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
一
六
面
「（
社
説
）
裁
判
員
を
威
圧　

制
度
の
意
義
再
確
認
を
」。

（
49
）
但
し
最
高
裁
が
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
公
表
し
た
「
裁
判
員
裁
判
実
施
状
況
の
検
証
報
告
書
」（
二
〇
一
二
年
）
一
頁
に
よ
れ
ば
、
そ
の
段
階
で
は
制
度
施
行
以
来
の

除
外
決
定
の
判
決
人
員
は
二
名
で
あ
っ
た
。

（
50
）
山
陽
新
聞
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
（
朝
刊
・
山
陽
新
聞
社
本
社
・
社
会
）
三
〇
面
「
裁
判
員
裁
判
か
ら
除
外　

組
幹
部
射
殺
で
岡
山
地
裁
決
定
『
平
穏
侵
害
恐
れ
』」、

及
び
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
（
朝
刊
・
大
阪
本
社
・
社
会
）
三
三
面
「
組
員
の
公
判
、
裁
判
員
裁
判
の
対
象
外
に　

岡
山
地
裁
」。

（
51
）
例
え
ば
、
東
京
高
判
決
平
成
二
二
年
四
月
二
二
日
・
判
タ
一
三
四
一
号
三
七
頁
、
東
京
高
判
平
二
二
年
六
月
二
九
日
・
判
タ
一
三
四
七
号
一
〇
二
頁
、
東
京
高
判
平

二
二
年
八
月
三
〇
日
・
高
刑
速
（
平
成
二
二
年
度
）
九
二
頁
、
東
京
高
判
平
二
二
年
一
〇
月
二
六
日
・
高
刑
速
（
平
成
二
二
年
度
）
九
七
頁
等
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）
木
村
亀
二
著
『
新
憲
法
と
刑
事
法
』
法
文
社
（
一
九
五
〇
年
）
五
三
～
五
六
頁
。

（
53
）
兼
子
一
著
『
新
憲
法
と
司
法
』
國
立
書
院
（
一
九
四
八
年
）
七
五
頁
以
下
。

（
54
）
浦
部
法
穂
著
『
憲
法
学
教
室
（
第
二
版
）』
日
本
評
論
社
（
二
〇
〇
六
年
）
三
一
九
頁
、及
び
佐
藤
幸
治
著
『
日
本
国
憲
法
論
』
成
文
堂
（
二
〇
一
一
年
）
五
八
〇
頁
等
。
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裁
判
員
の
解
任
規
定
と
対
象
事
件
の
除
外
規
定
に
関
す
る
研
究
（
𠮷
村
）

（
55
）
大
久
保
太
郎
「
裁
判
員
制
度
案
批
判
（
司
法
制
度
改
革
審
議
会
最
終
意
見
を
読
む
）」
判
時
一
七
五
〇
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
五
頁
等
。

（
56
）
最
大
平
二
三
年
一
一
月
一
六
日
・
判
時
二
一
三
六
号
三
頁
。

（
57
）
新
屋
達
之
「
刑
事
訴
訟
法
判
例
研
究
（
31
）
国
民
の
司
法
参
加
・
裁
判
員
制
度
の
合
憲
性
（
最
高
裁
大
法
廷
判
決
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
六
日
）」
法
律
時
報
八
四
巻

一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
二
六
頁
。

（
58
）
前
掲（
注（
5
）））・
但
木
九
八
頁
。

（
59
）
西
野
喜
一
著
『
さ
ら
ば
、
裁
判
員
制
度
─
司
法
の
混
乱
が
も
た
ら
し
た
悲
劇
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
二
〇
一
五
年
）
一
四
七
頁
以
下
。

（
60
）
最
判
平
二
四
年
一
月
一
三
日
・
判
時
二
一
四
三
号
一
四
四
頁
。

（
61
）
「
最
高
裁
新
判
例
紹
介
」
法
律
時
報
八
四
巻
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
二
六
～
一
二
七
頁
。

（
62
）
毛
利
透
「
裁
判
員
裁
判
の
憲
法
適
合
性
（
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一
二
〔
Ⅰ
〕）」
法
学
教
室
三
八
九
号
（
別
冊
付
録
）（
二
〇
一
三
年
）
三
頁
。

（
63
）
前
掲
書（
注（
9
）））・
葛
野
四
頁
。

（
64
）
前
掲
書
（
後
藤
昭
編
二
〇
一
〇
年
）・
村
岡
啓
一
「
裁
判
員
制
度
と
そ
の
誕
生
：
法
の
継
受
と
創
造
の
観
点
か
ら
」
二
三
～
二
五
頁
、
及
び
葛
野
尋
之
「
裁
判
員
制
度

に
お
け
る
民
主
主
義
と
自
由
主
義
」
法
律
時
報
八
四
巻
九
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
頁
以
下
。

（
65
）
前
掲
書（
注（
9
）））・
葛
野
四
頁
。

（
66
）
同
・
葛
野
五
～
六
頁
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
判
決
で
は
直
接
言
及
は
な
い
も
の
の
、「
司
法
の
国
民
的
基
盤
」
と
「
国
民
の
理
解
と
支
持
」
と
を
結
び
付
け
て
い
る
点
で
、

裁
判
員
法
一
条
も
民
主
主
義
的
意
義
を
含
意
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。

（
67
）
同
六
頁
、
及
び
前
掲（
注（
57
）））・
新
屋
一
二
九
頁
。

（
68
）
長
尾
一
紘
「
裁
判
員
制
度
と
日
本
国
憲
法
」
現
代
刑
事
法
（
二
〇
〇
一
年
）
三
三
～
三
四
頁
。
ま
た
、
渋
谷
秀
樹
著
『
憲
法
（
第
二
版
）』
有
斐
閣
（
二
〇
一
三
年
）

六
八
四
頁
は
国
民
主
権
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、「
司
法
と
国
民
主
権
を
容
易
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
多
数
派
が
国
民
主
権
の
名
の
下
に
裁
判
所
を
操
作
す
る
途
を
開

く
危
険
性
が
憂
慮
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。

（
69
）
柳
瀬
昇
「
裁
判
員
法
の
立
法
過
程
（
四
・
完
）」
信
州
大
学
法
学
論
集
一
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
三
八
頁
以
下
。

（
70
）
柳
瀬
昇
著
『
裁
判
員
制
度
の
立
法
学
』
日
本
評
論
社
（
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
～
一
一
頁
、
一
〇
七
～
一
〇
九
頁
、
及
び
二
七
九
頁
以
下
等
。

（
71
）
福
井
厚
「
裁
判
員
制
度
と
『
民
主
司
法
の
ジ
レ
ン
マ
』
論
」
法
政
法
科
大
学
院
紀
要
六
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
三
三
頁
以
下
、
及
び
四
〇
～
四
一
頁
。

（
72
）
浦
部
法
穂
著
『
憲
法
学
教
室
（
第
三
版
）』
日
本
評
論
社
（
二
〇
一
六
年
）
三
四
一
頁
。

（
73
）
今
関
源
成
「
司
法
制
度
改
革
に
お
け
る
『
法
の
支
配
』
国
民
の
司
法
参
加
』」
現
代
思
想
三
六
巻
一
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
九
頁
。

（
74
）
前
掲
書（
注（
68
）））・
渋
谷
二
三
四
頁
。
渋
谷
氏
は
裁
判
員
制
度
を
憲
法
上
の
司
法
制
度
を
具
体
化
し
た
も
の
で
、
且
つ
憲
法
三
二
条
の
権
利
を
実
質
化
し
た
も
の
と

解
し
、
基
本
的
に
は
憲
法
一
八
条
の
例
外
と
位
置
付
け
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
疑
い
を
指
摘
す
る
。



二
八
二

（
75
）
最
高
裁
判
所
『
裁
判
員
制
度
の
運
用
に
関
す
る
意
識
調
査
』（
二
〇
一
三
年
）。
本
調
査
は
二
〇
一
三
年
一
月
一
七
日
～
二
月
三
日
に
か
け
て
、
調
査
員
に
よ
る
個
別

面
談
聴
取
に
よ
り
二
〇
歳
以
上
の
者
二
、〇
〇
五
人
に
対
し
て
層
化
二
段
無
作
為
抽
出
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
（http://w

w
w

.m
oj.go.jp/content/000111903.pdf

）

（
二
〇
一
六
年
九
月
四
日
確
認
済
）。

（
76
）
同
五
一
頁
。「
参
加
し
た
い
」
及
び
「
参
加
し
て
も
よ
い
」
と
い
う
回
答
を
含
む
。

（
77
）
同
四
七
頁
参
照
。

（
78
）
最
高
裁
「
裁
判
員
裁
判
実
施
状
況
の
検
証
報
告
書
」（
二
〇
一
二
年
）
三
七
頁
以
下
。

（
79
）
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
五
月
二
一
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
社
会
）
三
〇
面
「
裁
判
員
候
補
者
、
無
断
欠
席
四
割　

最
高
裁
が
対
策
検
討
へ
」。

（
80
）
前
掲
書（
注（
4
）・
安
廣
編
著
二
〇
一
五
年
）・
椎
橋
三
〇
頁
。

（
81
）
最
高
裁
「
裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
（
制
度
施
行
～
平
成
二
八
年
六
月
末
・
速
報
）」
五
頁
（
表
4
）
参
照
（ http://w

w
w

.saibanin.courts.go.jp/
vcm

s_lf/h28_6_saibaninsokuhou.pdf

）。

（
82
）
前
掲
書（
注（
4
）・
安
廣
編
著
二
〇
一
五
年
）・
椎
橋
二
九
～
三
〇
頁
。

（
83
）
前
掲
注（
36
）・
大
城
＝
牧
野
三
二
頁
。

（
84
）
前
掲
書（
注（
6
）））・
五
十
嵐
二
七
六
～
二
八
一
頁
。

（
85
）
渕
野
貴
生
「
裁
判
員
制
度
と
刑
事
手
続
改
革
」
法
律
時
報
七
六
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
四
年
）
三
〇
頁
。

（
86
）
例
え
ば
、
朝
日
新
聞
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
（
朝
刊
・
東
京
本
社
発
行
・
埼
玉
全
県
）「
報
復
を
恐
れ
裁
判
員
萎
縮　
『
身
近
な
問
題
』
認
識
必
要　

 

暴
力
団
抗
争
裁

判　

市
民
が
裁
く
意
義
は
」
二
四
頁
に
よ
る
と
、
裁
判
傍
聴
し
て
い
た
暴
力
団
員
に
取
材
し
た
際
に
「
一
般
市
民
が
『
暴
力
団
は
悪
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、

量
刑
が
不
当
に
重
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
不
安
を
抱
い
て
い
た
暴
力
団
員
の
発
言
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
87
）
前
掲
書（
注（
7
））・
椎
橋
二
九
一
頁
。

〔
追
記
〕本

稿
は
公
刊
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
統
計
に
つ
い
て
は
最
高
裁
判
所
広
報
課
に
取
材
し
て
資
料
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
脱
稿
時
点
で
Ⅰ
事
件
の
除
外

決
定
内
容
が
公
刊
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
二
〇
一
六
年
九
月
八
日
、
担
当
弁
護
人
に
直
接
面
会
し
て
事
実
関
係
等
の
確
認
を
行
っ
た
。
研
究
へ

の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
九
州
国
際
大
学
法
学
部
教
授
）


